
20 － 22
13 － 21
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－

主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ

4 0 0 0 0 0 4 4 0 2 0 2

○ 5 19 1 8 0 4 ○ 5 18 0 4 10 3

6 7 1 2 0 3 6 10 1 1 5 3

○ 7 7 0 1 5 1 7 4 0 1 2 1

8 0 0 0 0 3 ○ 8 3 0 0 3 1

○ 9 16 2 3 4 1 ○ 9 19 3 5 0 1

○ 10 16 0 7 2 5 10 0 0 0 0 0

11 0 0 0 0 0 ○ 11 0 0 0 0 1

○ 12 3 1 0 0 4 12 0 0 0 0 0

13 0 0 0 0 0 ○ 13 10 0 5 0 4

14 0 0 0 0 2 14 8 2 1 0 1

15 15

16 16

17 17

18 18

68 5 21 11 76 6 19 20

○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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青森 68 76 大阪
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　1Q、青森、大阪、両者ともにペースがつかめず、ほぼ互角の試合展開が続く。両者ともハーフのマンツーマ
ンであるが、ファアルが多く、残り5分を待たずして両チームともチームファアルが5本となる。その後も一進
一退の攻防が続き、結局大阪の2点リードで終了した。
　2Q、大阪は#9、#13の連続3Pで攻勢にでる。3分が経過せぬうちに得点差が12点となる。青森はタイムアウト
をとるが、大阪の勢いは止まらない。16点差がついたところで、大阪もシュートが決まらなくなり、タイムア
ウトをとる。青森は#9の3p、#6の終了直前のシュートなどで、10点差まで追い上げた。
　3Q、青森は#5の連続シュートで5点差まで詰めるが、大阪もふんばり10点差を再度キープ。その後は再び互角
の展開になったが、残り3分で青森#6の3Pがきまり、大阪タイムアウト。その後、大阪は#9の得点などで持ち直
したが、青森も#9が終了直前に3pを決め、8点差で終わった。
　4Q、リードしている大阪は落ち着いてプレイし、ゆっくりと攻める。青森は早い攻めで得点を狙う。慎重に
なりすぎてか、大阪の得点が止まる。逆に青森は#10のリバウンドシュートなどで波に乗り、残り4分、ついに
逆転する。そして、終盤、1点差を争うゲームは再度逆転した大阪の勝利で終了した。


